
大
手
を
振
っ
て
い
る
日
本
は
正
直
ヤ

バ
イ
「
国
」
と
い
え
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
度
の
参

院
選
が
日
本
の
明
日
を
占
う
事
は
疑

い
あ
り
ま
せ
ん
。
比
例
代
表
で
は
組

織
内
候
補
『
石
橋
み
ち
ひ
ろ
』
の
勝

利
を
実
現
し
た
い
も
の
で
す
。

　

世
の
中
が
「
悪
い
方
向
に
変
化
」

す
る
の
は
実
に
早
い
も
の
で
す
。「
流

れ
に
棹
さ
す
」
言
動
だ
け
は
慎
ん
で

Ｏ
Ｂ
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
キ
ナ
臭
い
時

代
に
終
止
符
を
打
つ
一
歩
と
し
た
い

も
の
で
す
。
皆
様
の
ご
奮
闘
を
心
か

ら
お
願
い
し
ま
す
。

〈
会
長　

弘
田
和
幸
〉

　

プ
ー
チ
ン
と
ヒ
ト
ラ
ー
、Ｚ
と
卍

が
シ
ン
ク
ロ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

ロ
シ
ア
の
「
蛮
行
」
に
は
憤
り
を
通

り
越
し
只
々
呆
れ
果
て
て
し
ま
い
ま

す
。「
戦
争
は
人
間
の
持
つ
あ
ら
ゆ

る
悪
の
現
出
」だ
と
云
わ
れ
ま
す
が
、

ま
さ
に
今
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲
惨

な
事
態
は
そ
の
証
明
で
す
。

　

安
倍
元
首
相
を
は
じ
め
と
す
る
保

守
反
動
勢
力
は
、
こ
れ
を
奇
貨
と
ば

か
り
に
「
軍
備
増
強
」「
憲
法
改
悪
」

等
々
の
実
現
に
意
気
軒
昂
で
す
。
そ

れ
を
言
う
な
ら
「
健
康
に
問
題
あ
り

の
わ
が
弟
」
を
防
衛
大
臣
に
据
え
置

い
て
な
ぜ
平
気
な
の
か
と
思
う
の
が

普
通
の
考
え
の
筈
だ
が…

こ
の
連
中

の
「
機
を
見
る
に
敏
」
と
い
う
か
国

民
の
不
安
に
上
手
に
阿
る
強
か
さ
と

「
火
事
場
泥
棒
も
辞
せ
ず
」
の
卑
し

さ
に
は
反
吐
が
出
る
思
い
が
し
ま
す

が
、
決
し
て
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
安
倍
元
首
相
に
は
、
外

交
に
お
い
て
プ
ー
チ
ン
に
良
い
よ
う

に
あ
し
ら
わ
れ
無
駄
銭
を
使
わ
せ
ら

れ
た
あ
げ
く
、
傲
慢
さ
を
助
長
さ
せ

た
相
応
の
責
任
は
あ
る
は
ず
だ
が
、

何
の
反
省
の
弁
も
聞
こ
え
て
き
ま
せ

ん
。
こ
の
様
な
政
治
家
と
し
て
一
片

の
矜
恃
の
持
ち
合
わ
せ
も
な
い
輩
が

落
の
カ
ギ
と
な
り
そ
う
で
す
。
ど
う

か
宜
し
く
お
願
い
を
致
し
ま
す
。

　

す
で
に
『
石
橋
み
ち
ひ
ろ
』
の
支

援
要
請
と
セ
ッ
ト
で
「
顔
の
売
り
込

み
」に
懸
命
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

一
緒
に
あ
い
さ
つ
回
り
が
で
き
る
方

は
、
ぜ
ひ
Ｏ
Ｂ
事
務
所
（
８
２
１

－

３
８
０
０
）
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

〈
会
長　

弘
田
和
幸
〉

　

山
本
準
一
、
川
田
穣
一
、
近
藤
強

と
昭
和
三
十
年
以
来
続
い
て
き
た
高

知
市
議
会
の
議
席
、
こ
れ
は
偏
に
全

電
通
高
知
県
支
部
に
結
集
し
『
質
実

剛
健
』
を
支
柱
に
闘
っ
て
き
た
全
て

の
組
合
員
や
Ｏ
Ｂ
の
歴
史
的
遺
産
だ

と
い
え
ま
す
。

　

来
年
の
市
議
選
に
近
藤
市
議
の
後

任
と
し
て『
楠
目
し
ん
い
ち
ろ
う（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
高
知
県
グ
ル―

プ
連

絡
会
事
務
局
長
）』
君
が
出
馬
の
意

向
を
固
め
、
す
で
に
準
備
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
職

の
組
合
員
は
減
少
す
る
一
方
な
の

で
、
そ
の
分
は
Ｏ
Ｂ
が
し
っ
か
り
カ

バ
ー
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。特
に
、

初
陣
だ
け
に
Ｏ
Ｂ
会
員
お
一
人
お
一

人
の
親
類
や
友
人
知
人
の
紹
介
が
当

　

中
央
協
主
催
の
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
四
月
二
十
日
〜
二
十

二
日
鳥
取
市
の
会
場
に
お
い
て
、
対

面
で
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
ブ
ロ
ッ
ク
九
支
部
協
が
参

加
、高
知
支
部
協
か
ら
は
弘
田
会
長
、

三
宮
事
務
局
長
、
坂
本
事
務
局
次
長

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
①
中
央
協
と

支
部
協
間
の
協
議
お
よ
び
意
見
交
換

の
場
②
各
支
部
協
か
ら
の
活
動
報
告

を
受
け
、
優
良
事
項
の
水
平
展
開
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
支
部
協
か
ら
の
報
告
の
特
徴
的

な
内
容
は
、
会
員
の
減
少
に
対
す
る

対
応
、
高
齢
者
会
員
の
対
応
、
八
十

歳
以
上
の
会
員
に
対
す
る
お
元
気
訪

問
活
動
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
各
支
部
協
と
も
、
総
じ

て
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
の
制
約
が

あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

中
央
協
か
ら
参
議
院
選
挙
「
石
橋

み
ち
ひ
ろ
」
の
取
組
み
課
題
に
つ
い

て
、
参
議
院
議
員
選
挙
の
展
望
は
、

所
属
政
党
の
支
持
低
下
、
比
例
選
挙

に
出
馬
す
る
顔
ぶ
れ
、
石
橋
み
ち
ひ

ろ
の
過
去
の
戦
績
（
一
回
目
六
位
、

二
回
目
九
位
）
か
ら
も
大
変
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

状
況
打
開
の
た
め
、
①
更
な
る

支
持
者
の
拡
大
②
会
員
・
家
族
へ
の

周
知
③
石
橋
み
ち
ひ
ろ
の
個
人
名
記

載
の
徹
底
④
投
票
行
為
の
完
全
実
施

の
呼
び
か
け
な
ど
の
行
動
要
請
が
さ

れ
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
の
内
容
詳
細
に

つ
い
て
は
、
五
月
三
十
一
日
に
対
面

開
催
を
し
た
高
知
県
支
部
協
第
二
回

幹
事
会
に
報
告
・
意
思
統
一
を
図
り

ま
し
た
。 〈
事
務
局
長　

三
宮
正
博
〉

（組織内候補）（組織内候補）

石橋
みちひろ
石橋
みちひろ

参議院（比例代表）参議院（比例代表）

よろしくお
願いしますキナ臭い時

代に終止符
を！ 皆様の

力で勝利を
現実に！

楠目
しんいちろう
楠目
しんいちろう

高知市議会議員
予定候補
高知市議会議員
予定候補

私は、生まれも育ちも高知市です。もう、半世紀近くを過ごしました。
ＮＴＴに就職し、『地域のビタミン』として市民の皆さんと関わる楽しさを
知り、また NTT の先輩である「近藤つよし」市議会議員の活動に参加
していく中で、高知市民の皆さんのために働きたいという強い思いが
生まれました。
浅学非才を顧みず、皆様の期待に応えられるよう精進して参る所存です。
何卒、私の後援会活動に力をお貸しいただけませんでしょうか。
よろしくお願いいたします。

楠目しんいちろう　プロフィール

昭
和
三
十
年
以
来
の
議
席
継
続
を

昭
和
三
十
年
以
来
の
議
席
継
続
を

『
楠
目
し
ん
い
ち
ろ
う
』の
浸
透
を

『
楠
目
し
ん
い
ち
ろ
う
』の
浸
透
を

『
楠
目
し
ん
い
ち
ろ
う
』の
浸
透
を

参
院
選
　
日
本
の
明
日
の
行
方
占
う

参
院
選
　
日
本
の
明
日
の
行
方
占
う

Ｏ
Ｂ
パ
ワ
ー
の

Ｏ
Ｂ
パ
ワ
ー
の

Ｏ
Ｂ
パ
ワ
ー
の

Ｏ
Ｂ
パ
ワ
ー
の

をををを

発
揮
発
揮
発
揮
発
揮

石
橋（
参
院
比
例
代
表
）

　  

厳
し
い
状
況
と
本
部

石
橋（
参
院
比
例
代
表
）

　  

厳
し
い
状
況
と
本
部
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四
月
二
十
四
日（
日
）、
雨
が

ド
シ
ャ
降
り
の
中
で
吉
川
漁
協

駐
車
場
に
お
い
て
連
合
傘
下
の

労
組
組
合
員
・
家
族
、
退
職
者

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
か

ら
七
名
）
の
多
く
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
開
催
冒
頭
に
主
催
者
代

表
の
五
藤
議
長
か
ら
、「
①
震

災
等
の
災
害
を
教
訓
に
風
化
さ

せ
な
い
と
り
く
み
を
進
め
る
、

②
「
助
け
あ
い
・
支
え
あ
い
」

の
活
動
を
原
点
と
し
て
社
会
的

役
割
を
果
た
す
、
③
コ
ロ
ナ
感

染
の
影
響
で
苦
し
む
労
働
者
の

た
め
に
安
心
社
会
の
確
立
を
目

指
す
、
④
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
信
仰
に
反
対
し
、
戦
争
の
な

い
平
和
な
社
会
づ
く
り
を
目
指

す
、
⑤
政
権
交
代
に
向
け
た
参

議
院
選
挙
の
勝
利
に
と
り
く

む
」
と
の
挨
拶
が
さ
れ
た
。

　

大
会
来
賓
と
し
て
、
武
内
則

男
立
憲
代
表
が
参
議
院
選
挙
の

支
援
を
訴
え
た
、
そ
の
後
連
合

推
せ
ん
の
自
治
体
議
員
が
紹

介
、
初
当
選
し
た
川
久
保
可
不

可
香
南
市
議
（
情
報
労
連
推
せ

ん
）
も
壇
上
か
ら
御
礼
の
挨
拶

が
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
実
施
さ
れ
た
楽

し
み
の
行
事
と
な
っ
て
い
る
、

子
供
参
加
者
へ
の
お
菓
子
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
お
楽
し
み
抽
選
会

が
実
施
、
情
報
労
連
の
参
加
者

も
抽
選
に
当
た
り
大
賑
わ
い
で

し
た
。
雨
の
中
で
の
参
加
ご
苦

労
様
で
し
た
。　

〈
三
宮
正
博
〉

全
員
で
確
認
し
た
。
そ
し
て

「
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る

多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
を
め

ざ
し
、
み
ん
な
が
輝
く
未
来
を

つ
く
ろ
う
」
の
メ
ー
デ
ー
宣
言

を
採
択
し
、
池
澤
会
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
締
め
く

く
っ
た
。
な
お
デ
モ
行
進
は
行

わ
な
か
っ
た
。　

 〈
吉
川
忠
興
〉

い
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
は
人
々
の

移
動
や
接
触
を
抑
制
し
、社
会
・

経
済
の
全
般
に
亘
っ
て
多
大
な

影
響
を
も
た
ら
し
続
け
て
い

る
。
お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
取
り
な

が
ら
、
私
た
ち
の
運
動
を
一
歩

ず
つ
前
進
さ
せ
た
い
。」
と
語

り
、
連
合
運
動
へ
の
結
集
を
参

加
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

集
会
で
は
「
ロ
シ
ア
軍
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
糾
弾
し
、
反

戦
平
和
と
人
権
、
核
兵
器
全
廃

を
求
め
る
特
別
決
議
を
参
加
者

　

連
合
高
知
主
催
の
第
九
十
三

回
メ
ー
デ
ー
高
知
県
大
会
は
四

月
二
十
九
日（
金
）（
十
時
開
催
）

城
西
公
園
で
開
催
、
約
七
百
名

（
十
九
産
別
、
八
団
体
）
が
結

集
し
た
。退
職
者
の
会
か
ら
は
、

弘
田
会
長
を
先
頭
に
十
一
人
が

参
加
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
挨
拶
し
た
池

澤
連
合
高
知
会
長
は
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

依
然
と
し
て
収
束
に
は
至
っ
て

　

五
十
年
を
経
て
再
上
映
さ
れ

た
「
ひ
ま
わ
り
」
が
話
題
を
集

め
ま
し
た
ね
。

　

こ
ち
ら
は
近
年
す
っ
か
り
人

気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
た
土
佐
市

出
間
・
波
介
川
沿
い
の
ひ
ま
わ

り
畑
。
今
年
も
近
所
の
ネ
ギ
農

家
さ
ん
が
四
月
上
旬
か
ら
一
ト

ン
の
肥
料
を
撒
き
、
二
十
余
種

の
種
子
を
蒔
い
て
育
て
ま
し
た
。

　

こ
の
号
が
届
く
頃
に
は
見
頃

と
な
っ
て
お
り
、
約
十
万
本
の

ヒ
マ
ワ
リ
が
順
次
咲
き
揃
い
迎

え
て
く
れ
ま
す
。

〈
高
知
市　

大
野
文
平
〉

お品書き
 鶏肉とキャベツの
 卵とじ

俺の飯
坂本宣和

飾らずおいしい
　　いつもの料

理

ORE no MESHI

1 鶏肉を薄めの小口切りにし、
塩コショウしておく。

鶏肉は一旦冷凍し、解凍直前に
切ると切りやすい。
キャベツはザク切りにする。

今回から新しく始まった企画です。編集委員や幹事から投稿依頼がありましたら、
ご協力をお願いします。もちろん、自主的投稿も大歓迎です。
今回は男性会員の「俺の飯」でしたが、女性会員の「私のお料理」もお待ちしております。

3 最後にフライパンの具材を
片方に寄せ、溶き卵を加えふ

んわり仕上げ、元の具材と混ぜ合
わせれば出来上がり。
（鶏肉、キャベツ、卵の量は人数
に合わせて調整してください。）

2 フライパンを熱し、鶏肉をマヨ
ネーズでソテーする。

鶏肉に火が通ったらみそマヨ（マヨ：２、
みそ：１の割合で混ぜておく）で絡め、
ザク切りキャベツを加えて、シャキシャ
キに炒め合わせる。

地
方
選
挙
の
結
果

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■ 

松
山
市
議
（
定
数
四
十
三―

五
十
二
）

　
　 

当
　
本
田　

司

　
　 

　
　（
三
七
二
一
・
一
四
五
票　

立
民
・
組
織
内　

五
十
九
才
）

■ 

四
万
十
市
議
（
定
数
十
八―

二
十
）

　
　 

落
次
点
　
垣
内　

孝
文

　
　 

　
　
　
　（
五
七
七
票　

無
現　

六
十
六
才
）

■ 

香
南
市
議
（
定
数
十
九―

二
十
三
）

　
　 

当
　 

川
久
保　

可
不
可

　
　 

　
　（
一
〇
七
八
票　

立
民
新　

五
十
二
才
）

■ 

高
知
県
議
・
補
欠
選
挙
（
香
南
市
）（
定
数
二―

五
）

　
　 

落
次
次
点
　
長
山　

雅
一

　
　 

　
　
　
　（
二
五
五
五
票　

立
民
新　

三
十
三
才
）

四
季
の
移
ろ
い

四
季
の
移
ろ
い

出
間
の
ヒ
マ
ワ
リ
畑

大
雨
の
連
合
メ
ー
デ
ー

大
雨
の
連
合
メ
ー
デ
ー

大
雨
の
連
合
メ
ー
デ
ー

大
雨
の
連
合
メ
ー
デ
ー

東
部
地
区
大
会

東
部
地
区
大
会

大
雨
の
連
合
メ
ー
デ
ー

田
ん
ぼ
？
　
　
　 

メ
ー
デ
ー

田
ん
ぼ
？
　
　
　 

メ
ー
デ
ー

の
な
か
の

第
93
回
メ
ー
デ
ー
高
知
県
中
央
大
会
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金婚さん
いらっしゃい

　楽しいこと、悲しいこと
２人で乗り切った 50年。
新婚当時にはこんなことが
ありました。

沖縄復帰50年
　金婚さんがアツアツの頃、1972年、沖縄が本土復帰した。復帰
後は、経済的に発展し、観光地のメッカとなった。しかし狭い
沖縄に、日本の米軍基地の 7 割が集中し米軍の事故や犯罪が絶え
ない。米軍普天間飛行場の名護市への移転、自然の破壊、基地負
担軽減など課題も多い。
　今年開かれた記念式典で、玉城
知事は、政府と共有した「沖縄を
平和の島にする」が達成されてい
ない、子供の貧困など経済の課題
があると岸田首相に訴えた。

　楽しいこと、悲しいこと
２人で乗り切った 50年。
新婚当時にはこんなことが
ありました。

沖縄復帰50年
　金婚さんがアツアツの頃、1972年、沖縄が本土復帰した。復帰
後は、経済的に発展し、観光地のメッカとなった。しかし狭い
沖縄に、日本の米軍基地の 7 割が集中し米軍の事故や犯罪が絶え
ない。米軍普天間飛行場の名護市への移転、自然の破壊、基地負
担軽減など課題も多い。
　今年開かれた記念式典で、玉城
知事は、政府と共有した「沖縄を
平和の島にする」が達成されてい
ない、子供の貧困など経済の課題
があると岸田首相に訴えた。

で
、
銃
撃
に
あ
い
死
亡
し
た
（
一

九
三
四
年
五
月
二
十
三
日
）。

　

二
人
は
映
画
や
舞
台
で
取
り
上

げ
ら
れ
、
ア
ー
サ
ー
・
ペ
ン
が
監

督
し
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
ビ
ー
テ
ィ

と
フ
ェ
イ
・
ダ
ナ
ウ
ェ
イ
が
出
演

俺
た
ち
に
明
日
は
な
い

　

今
回
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
人
が

生
ま
れ
た
の
は
、一
九
三
四
年（
昭

和
九
年
）
三
月
か
ら
五

月
。

　

一
九
三
〇
年
前

半
大
恐
慌
の
中
、

ア
メ
リ
カ
中
西
部

で
銀
行
強
盗
や
殺

人
を
繰
り
返
し
た
ボ

ニ
ー
・
パ
ー
カ
ー
と
ク
ラ
イ
ド
・

バ
ロ
ウ
が
、
待
ち
伏
せ
し
て
い
た

警
察
官
な
ど
に
ル
イ
ジ
ア
ナ
州

し
た
一
九
六
七
年
の
映
画
『
ボ

ニ
ー
と
ク
ラ
イ
ド
』（
邦
題
：
俺

た
ち
に
明
日
は
な
い
）
は
、
犯
罪

者
へ
の
関
心
を
蘇

ら
せ
、ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
オ
ー
ラ
で
彼

ら
を
美
化
し
た
。 

　

二
〇
一
九
年
の

Netflix

映
画
『
ハ

イ
ウ
ェ
イ
マ
ン
』

は
追
跡
中
の
法
律
家
の
視
点
か
ら

彼
ら
の
追
跡
を
描
い
て
い
る
。

森　

国　

民　

子 

様

宮　

地　
　
　

和 

様

川　

田　

一　

弘 

様

☆
古
希
（
13
件
）

３
月　

村　

島　

和　

宏 

様

門　

田　

冨　

久 

様

藤　

田　

裕
美
子 

様

４
月　

廣　

瀬　
　
　

操 

様

上　

岡　

孝　

二 
様

和　

田　

好　

幸 
様

原　
　
　

佐
知
子 
様

山　

下　

忠　

篤 

様

         

上　

田　

一　

彦 

様

５
月　

溝　

渕　

信　

広 

様

上　

岡　

浩　

一 

様

佐　

竹　

敏　

子 

様

中　

町　

友　

典 

様

お
祝
い

☆
米
寿
（
６
件
）

３
月　

大　

野　

鈴　

子 
様

４
月　

公　

文　

冨
貴
子 

様

明　

坂　

義　

香 

様

５
月　

上　

岡　

小
夜
子 

様

竹　

中　

小
枝
子 

様

脇　

田　
　
　

実 

様

☆
喜
寿
（
11
件
）

３
月　

植　

田　

清　

司 

様

宮　

川　

多　

磨 

様

４
月　

谷　

岡　

光　

子 

様

岡　

本　

綾　

子 

様

山　

下　

晃　

芳 

様

吉　

井　

淳　

一 

様

５
月　

宮　

脇　

勝　

利 

様

別　

役　

峰　

夫 

様

ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会

〒780－0841
高知市帯屋町2－5－11
☎088－821－3800

FAX 088－873－3313
URL http://nttobkochi.sakura.ne.jp
E－mail taisyoku－kochi@air. ocn. ne. jp

〔事務局常駐日〕毎週月～金曜日の13時～16時の間

きらら保険サービス株式会社きらら保険サービス株式会社

労　連　共　済　本　部労　連　共　済　本　部

○がん保険
○介護保険

○年金共済《ひろがり》
○こども養育共済

○退職者共済
○退職者生命共済《あいあい》
○退職者生命共済
　《あいあい50》
○医療特約

○疾病共済

●お客様コンタクトセンター
　電　話　０１２０－５９０－２５１
　受付時間　９：００～18：００（平日）
　　　　　９：００～１７：００（土曜）
　　　　　　　※日・祝日は除く

電　話　０３－５２９７－６１７１
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０３－５２９７－６１７３
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８８３－６５２
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く

㈱テルウェル・
ライフアシスト

【ＮＴＴ労組関係の方】
㈱テルウェル・ライフアシスト

【情報労連関係の方】
ＡＩＧエジソン生命

○火  災  共  済（すまいる）
○自然災害共済（おまかせ）
○生  命  共  済（ささえ愛）
○交通災害共済（しぐなる）
○医療・傷害（Myセーフティ）
○マイカー共済

●電通共済生協コールセンター
　電　話　０１２０－２１１－１１４
　受付時間　９：００～１7：３０
　　　　　　　（月曜～金曜）
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

電　通　共　済　生　協電　通　共　済　生　協

自転車事故（自損も含む）も警察の事故証明を
とれない場合は、目撃証明を！

（但し、祝・祭日、年末年始・盆休み、当会の行事日は閉鎖します）

退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先

消費者ホットライン消費者ホットライン

架空請求の相談は188（局番なしで）

お
悔
み

★
本
人
死
亡
（
15
件
）

＊
２
０
２
１
年
４
月

深　

田　

正　

三 

様

２
月　

高　

橋　

照　

子 

様

小
笠
原　

多　

規 

様

３
月　

片　

岡　

登　

美 

様

中　

島　

寿　

子 

様

岡　

本　

皓　

男 

様

伊　

藤　

昭　

夫 

様

横　

山　

幸
二
郎 

様

４
月　

小　

川　

憲　

一 

様

松　

本　
　
　

治 

様

松　

山　

芳　

香 

様

５
月　

岡　

崎　

國　

昭 

様

お
祝
い

☆
金
婚
（
14
件
）

３
月　

池　

澤　
　
　

育 

様

上　

田　

憲　

仁 

様

長　

井　

知　

幸 

様

坂　

井　

逸　

男 

様

井　

上　

多　

津 

様

高　

橋　
　
　

勝 

様

大　

平　

誠　

一 

様

尾　

崎　

節　

子 

様

徳　

能　

行　

成 

様

４
月　

公　

文　

武　

子 

様

宮　

崎　

祥
次
郎 

様

矢　

野　

義　

秀 

様

５
月　

川　

崎　

康　

善 

様

西　

岡　

武　

司 

様

梶　

田　

留　

喜 

様

中　

山　

健　

二 

様

栄　

枝　

英　

夫 

様

★
配
偶
者
死
亡
（
２
件
）

３
月　

永　

野　

冨
士
美 

様

４
月　

岡　

村　

長　

壽 

様

◇
交
通
災
害
共
済
（
０
件
）

◇
火
災
共
済
（
０
件
）

◇
生
命
共
済
（
２
件
）

　
３
月　
２
０
２
万
７
，８
７
０
円

　
４
月　
３
０
０
万
円

共
済
等
支
払
状
況

あ
り
が
と
う
制
度

（
２
０
２
２
年
３
月
〜
５
月
）

GoTo
1934

ゴー トゥ

ボニーとクライドボニーとクライド

復
帰
前
は

国
際
通
話
は
手
動
だ
っ
た

復
帰
前
は

国
際
通
話
は
手
動
だ
っ
た

会
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
は

事
務
局
へ
ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す

お
ね
が
い

お
ね
が
い

☎
８
２
１・３
８
０
０

支
部
協
慶
弔
制
度（

２
０
２
２
年
２
月
〜
５
月　
　
　

 　

※

本
人
死
亡　
２
０
２
１
年
４
月
含
む
）
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異
常
な
人
気
の
西
谷
物
は
、
愛

好
家
の
間
で
高
値
で
取
引
さ
れ
始

め
た
。
数
セ
ン
チ
の
新
芽
が
、
数

万
円
も
し
た
た
め
、
初
任
給
一
万

七
千
数
百
円
の
私
が
求
め
る
こ
と

な
ど
、所
詮
叶
わ
ぬ
望
み
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
知
り
合
っ
た
愛
好
家

か
ら
購
入
し
、
借
家
の
縁
側
に
ミ

ニ
ハ
ウ
ス
を
造
り
、
冬
場
は
、
新

芽
の
特
徴
を
出
す
た
め
に
、
ひ
よ

こ
電
球
で
暖
め
名
品
を
数
鉢
育
て

て
い
た
が
、
転
勤
等
で
世
話
が
疎

か
に
な
り
、枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
。

　

昔
の
よ
う
な
ブ
ー
ム
は
去
り
、

高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
た
西
谷
物

は
、
今
は
僅
か
数
千
円
で
販
売
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
さ
に
乱（
蘭
）

で
あ
る
。

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊

土
佐
寒
蘭
と
の
出
会
い

川
田
　
和
生

（
高
知
市
）

　

子
供
の
頃
、
良
く
裏
山
へ
寒
蘭

採
り
に
行
っ
た
。

　

春
は
、
透
き
通
っ
た
緑
の
新
芽

を
探
し
て
山
中
を
歩
き
回
り
、
夏

は
、
蛇
が
怖
く
て
行
き
た
く
な

か
っ
た
が
、
木
漏
れ
日
の
中
の
寒

蘭
が
目
に
浮
か
ぶ
と
、
居
て
も

立
っ
て
も
居
ら
れ
ず
山
へ
飛
び
込

ん
だ
。

　

育
て
た
寒
蘭
は
、
ほ
と
ん
ど
が

青
花
で
価
値
は
無
か
っ
た
。

　

本
格
的
に
寒
蘭
と
出
会
っ
た
の

は
、
採
用
地
の
市
花
が
寒
蘭
で
あ

る
宿
毛
市
で
、
全
国
的
に
有
名
な

西
谷
山
が
あ
り
ま
す
。
不
思
議
な

こ
と
に
こ
の
山
に
し
か
自
生
し
な

い
珍
し
い
寒
蘭
で
「
西
谷
物
」
と

言
わ
れ
、花
は
、白（
素
心
）、桃（
桃

紅
）、
黄
（
金
鵄
系
）
と
多
彩
で
、

花
弁
や
舌（
ぜ
つ
）の
姿
勢
は
気
品

が
あ
り
又
、
春
の
新
芽
は
、
袴
が

桃
紅
で
乳
白
色
の
芽
が
伸
び
、
美

し
く
魅
力
の
あ
る
土
佐
寒
蘭
で
す
。

　

西
谷
山
は
、
私
も
何
度
か
登
っ

た
が
、
自
生
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

場
所
は
、
無
残
に
も
掘
り
起
こ
さ

れ
て
い
た
。
雑
草
は
殆
ん
ど
生
え

て
い
な
い
。

ピ
ザ
作
り

田
所
　
雪
美

（
南
国
市
）

　

最
近
コ
ロ
ナ
禍
で
家
で
過
ご
す

こ
と
が
多
く
な
り
、
近
所
に
住
む

主
人
の
同
級
生
が
考
案
し
た
薪
を

使
っ
た
ピ
ザ
窯
を
購
入
し
て
、
ピ

ザ
作
り
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ザ
窯
と
言
え
ば
、
レ
ン
ガ
造

り
で
庭
に
大
き
な
構
え
を
し
た
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
窯
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
広
い
場
所

も
い
ら
ず
、
素
人
で
も
簡
単
に
お

店
の
ピ
ザ
が
味
わ
え
る
と
い
う
事

で
、
楽
し
み
な
が
ら
ピ
ザ
作
り
を

し
て
い
ま
す
。

　

ピ
ザ
作
り
に
は
、
初
め
に
薪
を

準
備
（
薪
割
り
ま
で
）、
次
に
生

地
を
こ
ね
る
こ
と
か
ら
入
り
ま
す

て
こ
ね
て
お
り
、
ず
い
ぶ
ん
楽
に

な
っ
た
と
喜
ん
で
、
今
ま
で
以
上

に
ピ
ザ
作
り
の
機
会
が
増
え
て
き

ま
し
た
。

　

ピ
ザ
は
ト
ッ
ピ
ン
グ
も
重
要

で
、
こ
れ
は
私
の
役
割
で
す
。
試

行
錯
誤
し
て
や
っ
と
上
手
く
で
き

る
様
に
な
り
ま
し
た
。
具
材
を
た

く
さ
ん
載
せ
た
ら
美
味
し
い
だ
ろ

う
と
載
せ
す
ぎ
る
と
、
ピ
ザ
独
特

の
感
触
が
無
く
な
り
ま
す
。
少
な

目
に
乗
せ
て
チ
ー
ズ
を
た
っ
ぷ
り

で
最
高
の
ピ
ザ
が
出
来
上
が
り
、

孫
た
ち
も
大
喜
び
で
食
べ
て
い

ま
す
。

　

薪
も
た
く
さ
ん
準
備
し
て
い
る

の
で
、こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
ピ
ザ

を
作
る
機
会
が
増
え
そ
う
で
す
。

が
、
こ
の
作
業
は
主
人
の
役
割
で

す
。
も
と
も
と
料
理
と
い
う
か
食

べ
る
も
の
を
元
か
ら
作
る
と
い
う

事
が
好
き
で
、
下
処
理
の
い
る
も

の
は
全
て
任
せ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ザ
も
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
、

手
で
こ
ね
て
い
て
、
結
構
疲
れ
る

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
娘

が
買
っ
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　3月16日に起きた福島県沖、M7.4 の地震は、首都圏で大規模停電
を引き起こすなど、甚大な被害をもたらした。ここ最近も日本各地で地震
が頻発し、海外でも巨大な災害が相次いでいる。専門家によれば、今回
の地震は、11年前の東日本大震災の余震だとも言われている。
　余震が起きるのは、11年前の3・11で生じたプレートの歪みを回収
するためで、30年以上かかると想定されており、あと20年近くは
M8.0レベルの余震を警戒する必要がある。歴史地震の研究によると、
「南海トラフ地震」は過去6回、短いと90年おきに起きている。前回が
1944 年に発生し、次に来るのは2030年代以降だと考えられている。
　地震の脅威はもはや誰にとっても他人ごとではありません。しかし、
もし地震の被害にあったらと思うと冷静でいられるか不安ではないで
しょうか。できるだけ落ち着いて行動するためにも、日頃から地震に備
える必要があります。もし今、地震が起きたらあなたはどうしますか？

 〈事務局次長　坂本宣和〉
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「行ったつもりの旅気分」
　「さぁ、今日は何処行く？」から始まる休日定番のネット
で気分旅行。暇つぶしには持ってこい。お気に入りは「スー
ツ交通」。豪華客船やファーストクラスの空旅、一度は乗り
たい豪華列車など詳しくレポートしてくれる。
　今回は、九州ななつ星の列車旅。福岡から鹿児島3時
間ちょい。お家ランチ・おやつを食べながらゆったり見る
にはちょうど良い。車窓風景や豪華な装飾・食事…。行っ
たつもりにさせてくれる。
　でも本音は、5感で思いっきり楽しみたい！コロナ収束
願う！　　　　　　　　　　　　　  〈香美市　上村順子〉

「我が家のねこ」
　2年前の正月に突然庭に訪れた子猫のみけ 2匹（ 2か
月位）、やむなく座敷に迎え入れ2年半が過ぎ、すっかり
主人公となり、わがままでにぎやかな家族となりました。
かみさんの世話ですっかり友達（話し相手）となって癒
やされています。
　私は半日、田畑と家飲みでガンバっています。ねこに
負けずに元気で長生きしないと…。〈香美市　野々下孝俊〉

「憩いの場で脳トレ」
　新型コロナの影響で各地の囲碁大会が延期に、地元佐川
夢まちランドで囲碁を楽しんでいます。
　ここは、さくら福祉田村輝雄所長の尽力によりNPO法
人によって設立、囲碁、将棋、マージャン、ミニバザー、
百歳体操等、町民の憩いの場として大変喜ばれています。

〈佐川町　松本安正〉

「老犬に我が身を重ね」
　「飼うのに反対しているのはお父さんだけよ」の一言で
しぶしぶ我が家の一員となった愛犬も、今年で満18歳の
老犬である。人間でいえば米寿に相当する年齢とのこと
で、最近は足腰も弱り、歩く姿もたどたどしい。
　私も70歳となり、愛犬同様、足腰が弱っていると同
時に、左目はほとんど視力が無く、右耳は難聴である。
愛犬以上に老いているのかもしれない。

 〈高知市　山下忠篤〉
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